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【 問 】 

 

 近年の世界的な物価高騰は、企業の原材料費やエネルギーコストを急増させ、事

業環境に大きな不確実性をもたらしています。このような変化の激しい環境下にお

いて、企業が短期的な危機を乗り越えるだけでなく、中長期的に持続的な競争優位

性を確立するためには、どのような戦略的、組織的、倫理的対応が求められるでし

ょうか。 

 

以下の用語より２つ以上を用いて論述すること 

 

ビジネスモデル イノベーション 組織構造 リーダーシップ 持続可能性 

利害関係者 倫理的責任 

 

 
出題の意図 
この小論文問題は、受験生に対し現代の重要な経済課題である「物価高騰」を題材として、単な

る経済現象の理解に留まらず、企業経営における戦略、組織、倫理という核となる要素を統合的

に分析し、提言する能力を評価することを意図しています。 

 

1. 企業戦略とイノベーションへの理解 

 戦略的思考力: 外部環境の変化（コスト増）に対し、短期的な価格調整ではなく、ビジ

ネスモデルの変革や非連続的なイノベーションを通じて、根本的に競争優位性を再構築

しようとする長期的・本質的な思考ができるか。 

 競争優位性の認識: 持続的な競争優位性を確立するためには、単なる効率化だけでなく、

顧客への新たな価値提供や市場のルールを変えるようなイノベーションが必要であるこ

とを理解しているか。 

 

2. 組織の適応力とリーダーシップの評価 

 組織論的視点: 不確実性の高い環境において、意思決定の迅速性と組織全体の柔軟性を

確保するために、組織構造（例：権限委譲、チーム連携）を動的に変える必要性を理解

しているか。 

 リーダーシップの役割認識: 危機的な状況下で、従業員のモチベーションを維持し、組

織を正しい方向に導くためのリーダーの具体的な役割や行動（例：ビジョン提示、コミ

ュニケーション、変革の促進）を認識しているか。 

 

3. 経営倫理とサステナビリティの視点 

 利害関係者（ステークホルダー）の視点: 企業経営が株主や顧客だけでなく、従業員、

サプライヤー、地域社会など、多様な利害関係者との信頼関係の上に成り立っているこ

とを理解しているか。 

 倫理的判断力: 短期的な利益追求のための安易なコスト削減策（例：賃金抑制）が、長

期的な企業の持続可能性（サステナビリティ）やブランド価値を損なう倫理的なリスク

を伴うことを批判的に考察できるか。 



 

模範解答 

近年の世界的な物価高騰は、企業にとってコスト増という短期的な危機をもたらす一方で、既

存の事業構造や競争優位性の脆弱さを露呈させ、中長期的な変革を迫っている。企業がこの難局

を乗り越え、持続的な成長を達成するためには、従来の延長線上の対策ではなく、戦略、組織、

倫理の三側面からビジネスモデルの変革を伴う本質的な対応を行う必要がある。 

1. 企業戦略の再定義とイノベーション 

コスト増が避けられない環境下で利益を確保するためには、価格への転嫁とコスト削減のバラ

ンスが不可欠である。しかし、競争の激しい市場では単純な値上げは顧客離れを招くリスクが高

い。ゆえに、企業は戦略の再定義を通じて、コスト増を上回る非価格競争力を確立する必要があ

る。 

これは、原材料の調達プロセスにおけるイノベーション（例：国内回帰、複数調達先の確保、

デジタル技術によるサプライチェーンの透明化）を通じてコスト効率を抜本的に改善する「プロ

セスイノベーション」と、顧客にとっての価値そのものを再定義する「プロダクトイノベーショ

ン」に大別される。後者の例としては、値上げ幅以上の高性能化やサービス付加を行い、顧客に

「値上げではなく、グレードアップ」と認識させる戦略が有効である。企業は、低価格帯の顧客

を失うことを恐れるのではなく、独自の価値を提供するニッチ市場へ資源を集中させる選択と集

中により、持続的な競争優位性を再構築すべきである。 

2. 危機対応時の組織構造とリーダーシップ 

物価高騰は、市場の変化が早く、迅速な意思決定が求められる VUCA 時代（変動性、不確実性、

複雑性、曖昧性）の典型例である。このような状況では、トップダウン型の硬直的な組織構造は

市場機会の逸失を招く。対策として、現場の市場情報を素早く吸い上げ、部門横断的に意思決定

を行えるようなフラットで機動性の高い組織構造への変革が不可欠となる。これは、各部門に一

定の裁量権を委譲する権限委譲によって実現される。 

この変革を推進するのがリーダーシップである。特に不確実性が高い時期には、経営層が目指

すべきビジョンを明確に提示し、従業員に安心感と目的意識を与える変革型リーダーシップが求

められる。リーダーは、コスト削減の必要性を論理的に説明しつつも、従業員の創意工夫を促す

内発的動機づけを重視することで、組織全体の士気と創造性を維持・向上させる役割を担う。 

3. 持続可能性と利害関係者との関係構築 

短期的なコスト圧力に対し、企業が安易に倫理的責任を軽視した意思決定を行うことは、長期

的な企業価値を大きく毀損する。例えば、賃金抑制は従業員のロイヤルティ低下や優秀な人材の

流出を招き、サプライヤーへの不当な圧力はサプライチェーン全体の脆弱性を高める。 

企業は、持続可能性（サステナビリティ）を中核に据え、倫理的責任を果たしながら危機に対応

する必要がある。具体的には、物価高騰による利益圧迫の状況について、株主、消費者、そして

特に従業員やサプライヤーといった主要な利害関係者に対して、誠実かつ透明性の高いコミュニ

ケーション（アカウンタビリティ）を行うことが重要である。コスト削減を行う場合でも、その

理由と代替策（例：生産性向上への投資）を明確に示すことで、関係者との長期的な信頼関係を

維持し、企業の持続的な成長基盤を強固にすることができる。 

結論 

物価高騰は試練であると同時に、企業が硬直化した構造から脱却し、新たな競争優位性を確立

する好機でもある。企業は、単なるコスト管理に終始するのではなく、戦略的なイノベーション、

柔軟な組織変革、そして倫理に基づくステークホルダーとの関係構築を通じて、この不確実性の

高い時代を乗り越え、より強靭な企業体質を築き上げるべきである。 
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